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 “良い睡眠”は
  住まいから

特集

株式会社ジーバー
注目企業を訪ねる

世界が沸騰! W杯と巨大IPO 
日本市場もターニングポイント

ここでちょっと一息 Coffee Break
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を
ほ
ぼ
一
定
に
す
る
こ
と
や
朝
に
し
っ
か

り
光
を
浴
び
る
こ
と
は
、
体
内
時
計
を
整

え
る
上
で
重
要
で
す
。
人
は
朝
の
光
に

唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
無む

く垢
材
な
ど
本
物
の
木
材
に
直

接
触
れ
る
こ
と
が
、
心
理
的
な
落
ち
着
き

や
快
適
性
に
つ
な
が
る
と
い
う
研
究
報
告

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
木
質
感
の
あ

る
内
装
や
自
然
素
材
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

住
宅
関
連
事
業
者
に
期
待
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
は
高
断
熱
・
高
気
密
住
宅

は
、
省
エ
ネ
性
や
光
熱
費
削
減
と

い
っ
た
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
健
康
維
持
と
の

関
連
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
住
宅
性
能
を
「
健
康
」
と
い
う
視
点

か
ら
捉
え
る
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
後
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

テ
ー
マ
の
一
つ
が「
睡
眠
」で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
睡
眠
は
生
活
の
質
と
も
深
く
関
わ
っ

て
お
り
、
住
環
境
の
影
響
も
非
常
に
大
き

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
睡
眠
環
境
と
い
う

と
寝
具
な
ど
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
す

が
、
光
・
音
・
温
熱
・
空
気
質
・
素
材
感

な
ど
を
含
め
た
住
宅
全
体
の
環
境
づ
く
り

が
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
住
宅
に
は
、

単
な
る
快
適
性
だ
け
で
な
く
、“
健
康
を
支

え
る
空
間
”と
し
て
の
役
割
が
、
よ
り
求
め

ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
人
の
自
覚
以
上
に
認
知
機
能
や

注
意
力
に
影
響
を
及
ぼ
す

睡
眠
不
足
は
心
身
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

適
正
睡
眠
時
間
に
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
が
、
慢
性
的
な
睡
眠
不
足
は
本

人
の
自
覚
以
上
に
認
知
機
能
や
注
意
力
へ

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
７
～
８
時
間
程
度
の
睡
眠
が
適

切
な
人
が
６
時
間
睡
眠
を
10
日
間
程
度
継

続
す
る
と
、
認
知
機
能
が
大
き
く
低
下
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も

の
研
究
室
で
も
、
学
生
を
対
象
に
睡
眠
時

間
を
制
限
し
た
予
備
的
な
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
睡
眠
不
足
に
よ
る
集
中
力
低
下
傾

向
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

睡
眠
は
日
中
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
集

中
力
、
健
康
維
持
に
も
深
く
関
わ
る
た
め
、

日
々
の
生
活
習
慣
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

睡
眠
の
質
に
影
響
を
与
え
る
要
因
は

何
で
し
ょ
う
か
。

睡
眠
の
質
に
は
様
々
な
要
因
が
複
合

的
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や

不
安
な
ど
の
心
理
的
要
因
が
代
表
的
で
す

が
、
近
年
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

の
長
時
間
使
用
、
夜
更
か
し
、
不
規
則
な
生

活
習
慣
な
ど
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
就
寝
前
に
強
い
光
を
浴
び
る
こ

と
は
体
内
時
計
に
影
響
し
、
睡
眠
に
関

わ
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
メ
ラ
ト
ニ
ン
分

泌
抑
制
に
関
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
験
研
究
で
は
、
同

じ
照
度
条
件
で
も
高
色
温
度
＊
２
照
明

（
５
０
０
０
ケ
ル
ビ
ン
）よ
り
、
低
色
温
度

照
明（
２
３
０
０
ケ
ル
ビ
ン
）の
方
が
、
夜

間
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
分
泌
へ
の
影
響
が
小
さ

い
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
光
に
よ
っ
て
体
内
時
計
調

整
に
関
与
す
る
ｉ
ｐ
Ｒ
Ｇ
Ｃ
（
概
日
リ
ズ

ム
調
整
に
関
与
す
る
第
３
の
光
受
容
細

胞
）
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
夜
間
の
光
環

境
が
睡
眠
へ
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寝
室
内
環
境
も
非
常
に
重
要
で
す
。
例

え
ば
、
騒
音
、
暑
さ
・
寒
さ
、
乾
燥
、
換

気
不
足
、
不
適
切
な
照
明
環
境
な
ど
は
、

睡
眠
の
質
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が
基

本
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
起
床
時
刻

 “良い睡眠”は住まいから

よ
っ
て
体
内
時
計
を
調
整
し
て
い
る
た
め
、

起
床
後
に
自
然
光
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
、
体
内
時
計
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

睡
眠
・
覚
醒
、
ホ
ル
モ
ン
分

泌
と
い
っ
た
サ
ー
カ
デ
ィ
ア

ン
リ
ズ
ム
（
概
日
リ
ズ
ム
）
の

安
定
に
も
関
係
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

就
寝
前
の
過
ご
し
方
も
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
寝
る
直
前
ま
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
見

る
、
強
い
照
明
の
中
で
過
ご

す
と
い
っ
た
環
境
は
脳
が
覚

醒
し
や
す
く
な
り
、
入
眠
を

妨
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

照
明
を
少
し
落
と
し
て
低
色

温
度
（
暖
色
系
）
の
光
に
す

る
、
間
接
照
明
を
活
用
し
て

光
刺
激
を
抑
え
る
、
静
か
な

音
環
境
を
整
え
る
、
木
質
感

の
あ
る
空
間
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
と
い
っ
た
工
夫
は
、
就

寝
前
の
緊
張
緩
和
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
切
な
換
気
に
よ
っ

て
空
気
質
を
保
つ
こ
と
は
、

睡
眠
中
の
快
適
性
向
上
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。

“
よ
く
眠
れ
る
”は

住
宅
の
新
た
な
価
値
に
な
る

住
ま
い
づ
く
り
に
お
い
て
工
夫
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

睡
眠
改
善
を
考
え
る
際
に
は
、“
覚

醒
を
促
し
す
ぎ
な
い
環
境
”
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
防
音
性
能
を
高
め
て
外
部
騒
音
を

抑
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

照
明
計
画
で
は
、
調
光
・
調
色
機
能
を
活

用
し
、
夜
は
暖
色
系
の
や
わ
ら
か
い
光
へ

切
り
替
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
一
方

で
、
窓
の
位
置
や
カ
ー
テ
ン
計
画
に
よ
っ

て
起
床
時
に
自
然
光
を
取
り
入
れ
や
す
く

す
る
工
夫
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

  

“
眠
る
部
屋
”
だ
け
で
な
く
“
眠
り
へ
向

か
う
た
め
の
空
間
”
も
重
要
で
す
。
木
質

感
の
あ
る
リ
ビ
ン
グ
や
落
ち
着
い
た
照
明

環
境
、
ゆ
っ
た
り
入
浴
で
き
る
浴
室
空
間

な
ど
は
、
入
眠
の
し
や
す
さ
を
促
し
ま
す
。

良
い
睡
眠
に
寄
与
す
る
素
材
は
あ
り

ま
す
か
。

木
材
に
は
生
理
心
理
的
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

睡
眠
環
境
と
の
関
連
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
ど
も
の
研
究
で
も
ス
ギ
精
油

の
香
り
が
副
交
感
神
経
優
位
を
促
し
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
示

人生の3分の1を占めると言われる睡眠。
心身の回復や健康維持に欠かせない眠りは、私たちが生きる上で最も重要な営みの一つだ。

しかし、2024年の厚生労働省による「国民健康・栄養調査」では、
睡眠で休養が「あまりとれていない」「まったくとれていない」と答えた人が2割強にのぼり、

日本人の5人に1人は睡眠に満足できていないという実態が明らかになっている。
また、季節別に見ると7月に睡眠の質が最も悪化するという調査結果＊1もある。
“良い睡眠”のためには、寝室をはじめとした住環境が担う役割も大きいはずだ。

そこで今号では、睡眠の重要性を再認識するとともに、
〝眠りの場〟という視点から住まいづくりを考えるための工夫や建材を紹介する。

特  集

＊1 株式会社ブレインスリープとスタンフォード大学睡眠生体リズム研究所による共同解析
＊2 色温度：光源が発する光の色を定量的な数値で表現する尺度。単位はケルビン

山形大学工学部 客員教授
睡眠マネジメント研究センター 

副センター長
博士（工学）　一級建築士

木村 文雄 氏

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ ＱＡ

良い睡眠

心身の休息と回復
健やかな毎日へ

光環境
体内時計を整え、眠りと目覚めをサポート

空気環境（空気質・換気）
きれいな空気は、睡眠中の快適性を高める

音環境
静かで落ち着ける環境が、深い眠りにつながる

リラックスできる空間（就寝前の過ごし方）
就寝前の時間の過ごし方が、入眠のしやすさを左右する

素材感・内装
自然素材の心地よさが、リラックスを促す

•静かな室内環
境をつくる間取
りや窓の配置

•吸音材・カーテ
ン・ラグなどで
室内の音を調整

•外部騒音を遮る
高い防音性能

•木材などの自然
素材は、心を落
ち着かせる効果
が期待される

•調湿性のある
素材で快適な
湿度をサポート

•やさしい質感や
色合いが、安心
感とリラックス
をもたらす

•朝、しっかり自然光を取り入れる
•窓の位置や向きで光を確保
•レースカーテンでやさしく光を取り入れる
•光を浴びて、体内時計を整える

•暖色の照明でリラックス
•静かな環境でくつろぐ
•スマホや強い光を避ける
•家族との穏やかな時間
をつくる

•夜は光を落とし、間接
照明や暖色光で脳を
リラックス

•遮光カーテンなどで
光をコントロールし、
深い眠りをサポート

温熱環境
快適な温度・湿度で、深い眠りをサポート

急激な温度変化をなくし、
安定した室内環境を保つ

快適な室温
夏：26℃前後
冬：22℃前後

快適な湿度
50～60％

体温のリズムを整え、自然な眠気を促す
•就寝の1～2時間前の入
浴が効果的
•ぬるめ（38～40℃）で
15～20分が目安
•入浴後は深部体温が下
がり、自然な眠気に

•花粉・PM2.5・
ハウスダストな
ど有害物質を抑
える

•空気を循環さ
せ、清潔で新鮮
な空気を保つ

•計画的な換気
でCO2や湿気、
汚れた空気を
排出

入 浴

朝の光（目覚めを支える環境）
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　プレカット工場などで発生する木の端材を微粉砕し、砂や火山灰などと混
ぜ合わせた自然素材由来の塗り壁材。ヒノキとスギの2種類があり、いずれ
も「ぎふ証明材」の端材が再利用されている。
　岐阜大学との共同研究で科学的な性能評価を実施しており、香りを吸入す
ることで生理的なリラックス効果が得られ、ストレスが抑制されることを確
認。また木の香りに含まれる成分の鎮静作用により、入眠を促し睡眠の質を
向上させることも分かっている。
　また、微粉砕による表面積の最大化で優れた吸放湿性能を発揮し結露を抑
制する他、不快な臭いを消臭する効果もある。一見して木質に見えないこと
が本製品の特徴であり、内装を木質化するための高機能な建材として提案で
きる。

【仕様】　重量： 1袋2㎏入　カラー：亜麻色（無垢）、象牙色（白）、消炭色（グレー）、
岩井茶（グリーン）、利休色（グレージュ）※着色タイプはヒノキのみ　タイプ：パウダー

（木粉粒度約100μ）、チップ（木粉粒度約1mm）　樹種：ヒノキ、スギ　標準使用量：1袋
当たり約5㎡施工可能（1.5mm厚で施工の場合）　施工方法：コテ塗り　施工場所：内装用

（浴室、直接水がかかるところは施工不可）　

● 問い合わせ先

睡眠への効果を科学的に検証した
木の塗り壁材「Mokkun」

ヤマガタヤ産業株式会社

　吸音機能を兼ね備えた断熱材。木造住宅の防音室では、断熱材とは別に壁
内や床下に吸音材が必要で、壁の厚みや床の高さが増えることにより室内空
間が狭くなる傾向にある。省エネ基準適合義務化により、高い断熱性能を有
する断熱材を用いることで壁厚や床高がさらに増すケースも考えられる。
　そこで、断熱性能と吸音性能を同時に確保しながら、部屋の空間を広く取
れるようにするため、従来製品の吸音材「吸音ウール」に断熱性能を持たせ
た壁・天井用「断熱吸音ウールR」と、床用「断熱吸音ウールB」を開発。防
耐火個別認定も取得しており、部屋の広さを最大限確保した静かで温かい室
内環境づくりに貢献する。

【仕様】　● 断熱吸音ウールR　サイズ：106mm厚さ、430mm×10.9m/巻　材質・密度：
ポリエステル繊維・13K　熱伝導率：0.039W/m・K　熱抵抗値：2.7㎡・K/W　ホル
ムアルデヒド規制：告示対象外製品　価格：58,800円／梱
● 断熱吸音ウールB　サイズ：90mm厚さ、820mm×910mm　材質・密度：ポリエステル
繊維・20K　熱伝導率：0.038W/m・K　熱抵抗値：2.4㎡・K/W　ホルムアルデヒド規制：
告示対象外製品　価格：35,700円／梱

● 問い合わせ先

 “静かさと温かさ”を同時に実現する
　断熱材「断熱吸音ウール」

DAIKEN株式会社

断熱吸音ウールR

断熱吸音ウールB

　木の素材感を生かした国産材の天井・壁パネル。木には周囲の環境に合わ
せて水分をゆるやかに吸放湿し、室内の湿度変化を抑える働きがある。450
㎜モジュールの方型の「スクエアタイプ」と、長尺3mの「ボーダータイプ」は、
木の調湿性能を最大限生かす厚みのあるデザインで、木質素材として初の「調
湿建材マーク※」を取得している。また、壁から浮かせて施工することで、表
面だけでなく裏面からも吸放湿が可能。木が持つ香りや手触りと相まって、
快適な空間をつくり出す。
　また、表面に繊細な凹凸加工を施し、昼間は自然光で木肌の風合いを、夜
は間接照明で浮かび上がる陰影を楽しむことができる。経年による色変化、
節や色のばらつきといった自然素材ならではの個性を生かし、内装に豊かな
表情を与える。
※（一社）日本建材・住宅設備産業協会が一定以上の調湿性能を有する建材に与える認定マーク

【仕様】　スクエアタイプ：450㎜モジュール方型　ボーダータイプ：長尺3m　スリムタイプ：
壁下地からの厚み19.5㎜　デザイン：（桧）ソフト・ウェーブ、ストレート・デコラ、スト
レート・リブ、ストレート・シンプル、ブロック／（杉）ソフト・ウェーブ、ストレート・
デコラ、ストレート・リブ、ストレート・シンプル、ブロック、シンプル・リヴ、フラット、
もくだし　価格：桧  56,760～101,460円/㎡、杉  25,650～80,150円/㎡ソフト・ウェーブ

デザインの例

ストレート・デコラ

● 問い合わせ先
木の調湿機能を最大化し豊かな意匠を創り出す
内装パネル「the wall 桧/杉」

朝日ウッドテック株式会社

● 問い合わせ先

　浴室を快眠のための準備段階と位置付け、「眠る前に過ごす部屋」をコンセ
プトにした新しいバスルームプラン。睡眠改善の専門家監修の下、リラック
スに導く空間設計を具現化した。特徴的な機能の一つが、まるで日が暮れて
いくように光を変えられる明かりだ。天井照明は調色が可能で、カウンター
の間接照明のON/OFFと組み合わせれば照度を緩やかに落としていくこと
ができる。浴室内を徐々に暗くすることで、目への光の刺激を和らげ自然な
眠りに導くいいきっかけになると考えられる。また、天井を黒色にして光の
反射を抑え、落ち着いた空間にすることでリラックス感を高めることを目指す。
　さらに、首から肩甲骨にかけて沿うように設計されたリクライン浴槽を採用。
心地よい浮力を感じさせながら入浴時の姿勢を安定させる。他にも、微細な
マイクロバブルを発生させる「酸素美泡湯」などが選択可能で、心地よい眠り
を誘うリラックス空間としての工夫が凝らされている。

【仕様】　● プラン例　プラン番号：BVS6412　浴槽：スゴピカ浴槽・グロスホワイト（保
温浴槽Ⅱ・酸素美泡湯）　壁柄：シャクダニ石柄（全面同柄パネル Bグレード）　床：
3Dプロテクトクリーンフロア（スミピカ／ささっとキレイ仕様）ホワイトテラゾー（ささっ
とキレイ排水口仕様）　1616サイズ（1坪）　価格：1,725,000円
※ 価格改定により2026年10月1日から掲載価格×1.1倍

“眠る前に過ごす部屋”がコンセプトの
 システムバスルームプラン「おやすみBEVAS」

パナソニック ハウジングソリューションズ株式会社

　大がかりなダクト配管工事が不要で、
壁に直接設置できる第一種熱交換換気シ
ステム。ダクトレスのため、施工時間と
コストを大幅に削減する。吹き抜け空間
やスキップフロアなど、ダクト配管の設
置が難しい間取りでも設計の邪魔をせず
に導入できる。約50秒間隔で排気と給気
を交互に行い、高い熱交換効率で冷暖房
の無駄を抑えながら確実な換気を実現し、結露も防止する。また、プリーツ状の高
性能フィルターの使用で花粉やPM2.5をシャットアウトして空気質を整える。
　壁付けコントローラ1台につき最大8台までの操作が可能。熱交換をしない換気運転
モードを標準搭載しており、例えば夏に、外気が涼しい夜から朝にかけて、外気を直
接取り込むことで、冷暖房費の削減と快適な睡眠環境を両立することも可能だ。

【仕様】　定格電圧：100V 50/60Hz　前面パネル寸法：（幅×高さ×奥行）（mm）：257×257×45 （開
状態：65）　本体質量：前面パネル（kg）0.9、ファンユニット（kg） 2.0　ファンモーター：DCモーター　
カラー：ホワイト（W）、マットグレー（G）、マットブラック（B）　価格：89,000～115,500円

● 問い合わせ先

空気環境を健全に維持する
ダクトレス熱交換換気システム「VLR-70シリーズ」

日本スティーベル株式会社

ファン

フィルター
（室内側）

フィルター
（室外側）

アルミニウム製
熱交換素子

“良い睡眠へ導く住まい”
 に役立つ建材

心と体の調子を整え、日々の健康や仕事のパフォーマンスに影響をもたらす睡眠。
眠りの場所である住まいづくりでは、調湿や防音、換気、入浴環境など、
様々な工夫を取り込むことで毎日の睡眠をより良く整えることができるはずだ。
そこで編集室が選んだ、上質な睡眠へと導く空間づくりに役立つ建材を紹介する。

 “良い睡眠”は住まいから特  集

アームレスト

ゆったり入浴
やわらかな印象を強調した大きめの曲線。
ゆったりと背中をあずけて、くつろぎ感を
味わえる。

背をあずけやすい
もたれやすい30°

腰の後ろにもお湯がまわるのであたたかい
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寝
室
の
内
装
に
木
材
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
、
睡
眠
に
良
い
影
響
を
与
え
る
工
夫
の

一
つ
で
す
。
例
え
ば
、
木
材
の
持
つ
光
学
的

特
性
の
一
つ
に
、
青
色
波
長
（
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
）
を
吸
収
し
、
赤
色
波
長
成
分
を
反
射

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

含
ま
れ
る
青
色
波
長
は
、
眠
り
を
促
す
睡

眠
ホ
ル
モ
ン
で
あ

る
メ
ラ
ト
ニ
ン
の

分
泌
を
抑
制
す
る

と
い
う
働
き
が
あ

り
、
就
寝
前
に
こ

の
青
色
波
長
を
浴

び
る
こ
と
は
、
入

眠
を
妨
げ
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、

寝
室
な
ど
の
内
装

を
木
質
化
し
、
赤

色
波
長
成
分
の
み

を
反
射
す
る
こ
と

で
、
室
内
が
温
か

み
の
あ
る
空
間
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
青
色
波
長
を
効
果
的

に
カ
ッ
ト
し
、
眠
り
に
つ
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
木
材
の
効
果
を
最
大
限
に

発
揮
す
る
に
は
、
間
接
照
明
の
活
用
も
重

要
で
す
。
木
質
内
装
で
あ
れ
ば
シ
ー
リ
ン

グ
ラ
イ
ト
な
ど
の
直
接
照
明
で
も
青
色
波

長
の
低
減
に
一
定
の
効
果
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
木
材
の
壁
や
天
井
に
光
を
反
射

さ
せ
る
間
接
照
明
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

照
明
光
を
直
接
目
に
入
れ
る
こ
と
な
く
、

青
色
波
長
を
さ
ら
に
カ
ッ
ト
で
き
る
た
め
、

よ
り
入
眠
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

４
つ
の
指
標
か
ら

睡
眠
の
質
を
科
学
的
に
評
価

　

当
社
で
は
、「
木
の
内
装
と
間
接
照
明

を
組
み
合
わ
せ
快
適
な
睡
眠
へ
導
く
居
室

環
境
の
研
究
」
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
を

科
学
的
に
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

睡
眠
の
質
を
比
較
す
る
た
め
、
条
件
❶

疲
労
緩
和
や
快
適
性
の
向
上
な
ど
木
が
も
た
ら
す
様
々
な
効
果
を
科
学
的
に
検
証
し

て
き
た
住
友
林
業
の
筑
波
研
究
所
。
内
装
の
木
質
化
に
よ
る
快
眠
効
果
に
つ
い
て
も

研
究
を
重
ね
、
木
質
化
し
た
内
装
と
間
接
照
明
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
睡
眠
の

質
が
改
善
し
、
疲
労
軽
減
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

〝
木
の
内
装
×
間
接
照
明
〟が

 
良
い
睡
眠
に
つ
な
が
る

標
準
的
な
部
屋
：
白
い
ク
ロ
ス
に
直
接
照
明
、

条
件
❷ 

間
接
照
明
の
部
屋
：
白
い
ク
ロ
ス

に
間
接
照
明
、
条
件
❸ 

木
の
内
装
と
間
接

照
明
の
部
屋
：
天
井
と
枕
元
の
木
質
化
と

間
接
照
明
と
い
う
３
つ
の
部
屋
を
用
意
。
評

価
方
法
は
、【
物
理
評
価
】【
心
理
評
価
】【
生

理
評
価
】【
作
業
能
率
評
価
】
と
い
う
４
つ

の
指
標
（
図
１
）
で
健
常
男
性
11
名
を
対

象
と
し
て
睡
眠
の
質
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
物
理
評
価
で
は
条
件
❷
・

❸
の
部
屋
で
は
青
色
波
長
が
生
じ
ず
、
条

件
❸
は
条
件
❷
に
比
べ
て
赤
色
波
長
が
多

く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
２
）。

心
理
評
価
で
は
、
条
件
❸
の
被
験
者
に
熟

睡
感
が
有
意
に
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
理
評
価
で
も
条
件
❸
の
被
験
者

に
、
就
寝
前
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
時
間
に
お
い

て
心
拍
数
の
有
意
な
低
下
が
見
ら
れ
、
中

途
覚
醒
時
間
が
短
い
傾
向
も
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
作
業
能
率
評
価
で
は
、
起

床
後
の
認
知
課
題
の
取
り
組
み
で
条
件
❸

の
被
験
者
の
エ
ラ
ー
数
が
少
な
く
、
脳
の

疲
労
が
よ
り
効
果
的
に
回
復
し
て
い
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
木

の
内
装
と
間
接
照
明
の
寝
室
環
境
が
入
眠

に
適
し
た
副
交
感
神
経
優
位
な
状
態
へ
と

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
さ
せ
、
睡
眠
の
質
を
改

善
し
、
起
床
時
の
眠
気
及
び
疲
労
感
を
軽

減
す
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
眠
り
に
適
し
た
住
空
間
の
提
案

や
、
当
社
の
高
齢
者
施
設
「
グ
ラ
ン
フ
ォ

レ
ス
ト
」
シ
リ
ー
ズ
の
寝
室
に
木
質
内
装

＋
間
接
照
明
を
導
入
す
る
な
ど
、
研
究
結

果
の
活
用
も
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
実

験
室
レ
ベ
ル
か
ら
、
顧
客
が
実
際
に
使
う

住
宅
や
ホ
テ
ル
な
ど
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
へ
と
検
証
を
広
げ
、
よ
り
顧
客
に
近
い

環
境
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
説
得
力
の
あ
る
提
案
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
宿
泊
施
設
、

高
齢
者
施
設
な
ど
の
非
住
宅
分
野
へ
の
提

案
や
海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住友林業株式会社
コーポレート本部筑波研究所

住宅・建築２グループ
主任研究員

山田 浩嗣 

図１. 試験空間と評価方法

評
価
方
法

物 理 評 価 室内の光の波長成分を測定
心 理 評 価 起床後のアンケートで「熟睡感」など主観的な睡眠の質を評価

生 理 評 価 ベッド下のセンサーで体動（寝返り）、身体装着の電極で心拍数を計
測し、睡眠の深さや質、リラックス度を測定

作業能率評価 起床後のパソコンゲームの速度と正確さから疲労回復度を測定

試験空間

標準的な部屋：
白いクロスに直接照明

間接照明の部屋：
白いクロスに間接照明

木の内装と間接照明の部屋：
天井と枕元の木質化と間接照明

条件 ❶ 条件 ❷ 条件 ❸

図２. 分光放射照度の計測結果
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 “良い睡眠”は
住まいから

特  集

出所：	杉野友啓, 山田浩嗣, 梶本修身：木の内装と間接照明を組み合わせた寝室
環境による睡眠の質改善と疲労軽減効果

	 日本補完代替医療学会誌　第12巻 第2号 2015年9月： pp. 55-64
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『月刊 HOUSING』編集長・リクルー
ト住まい研究所主任研究員などを経て
フリージャーナリストに。マンション
購入・戸建て建築・リフォームと自邸
で実践しながら、国内外で取材・コン
サルティング活動を行う。

藤井 繁子住生活ジャーナリスト

住宅業界の旬な話題をお届けします！住宅業界の旬な話題をお届けします！ここでちょっと一息
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に入って低迷しています。一方、人口増加が続く米国では、
金利は日本の倍以上で住宅価格も高騰しているにもかかわ
らず、販売戸数は増加（2025年約472万戸）しており、“人
口・所得・住宅不足”がその購買力を支えています。

日本の住宅市場のターニングポイント
　縮小する日本の住宅市場で注目すべきは、新築住宅と中
古住宅の販売戸数の推移です。2025年は新設着工約74
万戸に対して中古流通約60万〜65万戸（推計ベース）と、
2000年の新築約120万戸・中古約45万戸から新築の減
少と中古の増加が続き、新築と中古の販売戸数が逆転する
ターニングポイントが間近です（ちなみに米国市場の比率
はおよそ新築1：中古5強）。
　そんな市場環境で3月に閣議決定された新たな住生活基
本計画では、「住宅ストックの価値最大化」「既存住宅・既存
住宅地の有効活用」といった、既存住宅ストックをどう価値
化するかが2040年代に向けた政策の中心となっています。
　今後、相続住宅の増加によって活性化が見込まれる空き
家再生の事業では、リフォーム・解体・リノベや買取再販・
賃貸活用など小回りの利く地元工務店にチャンスがありそ
うです。住宅会社が「家を建てる会社」から「資産価値を高
める会社」へと転換する時代の到来です。

世界が沸騰！ W杯と巨大IPO 日本市場もターニングポイント
　記事執筆中の6月中旬、FIFAワールドカップ2026が開
幕しました。北中米で開催される史上最大規模の大会とあっ
て経済効果もかなり期待されます。その開催地を見て、日
本の住宅会社が進出するエリアを思い浮かべたのは私だけ
でしょうか？ 

　同時期、米国を震源地に世界を沸かせたのは、史上最大
の新規株式公開（IPO）をしたスペースX社。調達した資金
総額は約12兆円で、上場時の時価総額は約283兆円です。
事業分野が宇宙だけに、１企業とは思えぬ数字……これに
は小市民も夢に乗っかっていくしかない！
　年内にはアンソロピック社、オープンAI社と巨大上場ラッ
シュが予定され、株式市場全体がどう反応するのかが注目
されますが、世界から資金が集まる米国への投資を、日本
の住宅・不動産業界も引き続き継続するでしょう。

日本経済も沸く！ 住宅市場への影響は
　一方、日本国内にも歴史的な節目が到来しました。まず、
株式市場で日経平均が初めて7万円を突破！バブル期の2
倍弱とは、これも夢のような事態です。同時に日銀の1.0％
程度への利上げ決定で、1995年以来31年ぶりの高水準
金利に達しました。秋には住宅ローンにも反映されるので、
住宅購入者の動向が気になります。
　日本経済のエポックメイキングな出来事が続く中、住宅
業界では（一社）日本ツーバイフォー建築協会が設立50周
年という節目を迎えました。北米の合理的な2×4工法が
日本でオープン化され、日本の風土に合わせた技術開発で
供給戸数は累計350万戸以上となりました。
　ツーバイフォー住宅の着工数の増加とは対照的に、
1990年代後半から全新設住宅着工戸数（上グラフ、オレ
ンジ折れ線）は減少し、年間80万戸を割っています。さら
に、住宅ローン金利の推移（下グラフ）を日本（赤）・米国

（青）で比較してみました。かつての日本では金利上昇局面
で住宅購入ラッシュが起こりましたが、人口減少フェーズ

住友林業の他、積水ハ
ウスや大和ハウス工業
も海外展開を広げ、米
国における住宅供給数
は日本国内よりも多く
なっている ツーバイフォー住宅のシェアは全体の約12％。

木造の中層・大規模建築のニーズも高まっている

【W杯開催地（米国内）と住友林業の住宅事業展開エリア】

【全新設住宅とツーバイフォー住宅の着工戸数推移】

【日米住宅ローン金利の過去50年の推移イメージ ※】

※	日本は住宅金融公庫基準金利・フラット35金利を参考にしたイメージ推移（12月末ベース想定）、
	 米国は30年固定住宅ローン金利の長期推移を参考にしたイメージ推移

緑：住友林業住宅事業展開州
⚽：W杯開催都市
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付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる
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本　　社 	●	宮城県富谷市
	 	 富谷新町95
創　　業 	●	2023年
資 本 金 	●	1,775万円
従 業 員 	●	6名
事業内容 	●	シニアと地域の

ワクワクおしご
と創出事業

管
理
な
ど
シ
ニ
ア
が
苦
手
な
分
野
は
地
元
の
企
業

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
、
地
域
で
自
走
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
た
。

シ
ニ
ア
の
得
意
分
野
を
生
か
す

〝
ジ
ー
バ
ー
○
○
〟
の
可
能
性
は
無
限
大

  「
サ
ポ
ー
ト
役
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
担
う
役
割

は
２
つ
あ
り
ま
す
。
食
堂
と
な
る
物
件
の
提
供
と
、

〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
〟と
呼
ば
れ
る
担
当
者

を
１
人
配
置
し
て
、
現
場
運
営
の
困
り
ご
と
を
解
決

す
る
こ
と
で
す
。
当
社
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
開

業
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
運
営
主
体
は
あ
く
ま
で
シ
ニ
ア
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
自
ら
店
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
知
見
も
生
き
て
き
ま
す
。
そ
の

結
果
が
店
舗
ご
と
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
な
が

り
、
食
堂
の
利
用
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

こ
れ
ま
で
に
累
計
４
１
１
人
以
上
の
シ
ニ

ア
が
活
躍
し
て
い
る
。
対
象
は
60
歳
以
上
で
、
最

年
長
は
88
歳
だ
。
収
入
確
保
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は

も
ち
ろ
ん
、
生
き
が
い
が
見
つ
か
る
こ
と
で
心
身

に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

  「
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
最
も
多
い
業
種
は
福
祉
関

係
で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
や
空
き
家
活
用
に
取
り

組
む
不
動
産
・
建
築
関
係
、
食
品
関
係
、
葬
儀
会

社
な
ど
様
々
で
す
。
地
域
の
未
来
を
考
え
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
中
長
期
的
な
取
り
組
み
を
模
索
す

る
経
営
者
が
多
い
で
す
ね
。
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の

社
員
が『
街
仲
食
堂
』を
社
員
食
堂
の
よ
う
に
利

用
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発

化
や
組
織
の
一
体
感
に
つ
な
が
る
な
ど
の
好
影
響

も
あ
る
よ
う
で
す
」

︱
︱ 

ジ
ー
バ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
で
は
売
り
上
げ
の

75
％
が
組
合
員
に
、
25
％
が
賃
料
や
サ
ポ
ー
ト
料

と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
分
配
さ
れ
る
。
ジ
ー

バ
ー
は
こ
の
売
り
上
げ
か
ら
は
利
益
を
得
ず
、パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
に
対
す
る
開
業
支
援
の
費
用
の
み
が

収
益
と
な
っ
て
い
る
。

  「
当
社
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
は
、
多
く
の
シ
ニ

ア
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
の
優
良
企
業
と
の
関
係

構
築
で
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
に
認
知
症
を
発

症
し
た
参
加
者
は
ゼ
ロ
と
い
う
結
果
か
ら
、
大
学

と
連
携
し
て
健
康
寿
命
に
関
す
る
検
証
に
つ
な
げ

る
な
ど
、
新
た
な
可
能
性
も
探
っ
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

同
社
は
２
０
３
０
年
ま
で
に「
街
仲
食
堂
」

を
全
国
の
市
区
町
村
す
べ
て
に
拡
大
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
現
在
は
80
社
と
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約

を
結
び
、
拠
点
の
拡
大
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

  「
今
後
は〝
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
〟に
こ
だ
わ
ら
ず
、
シ
ニ

ア
の
も
の
づ
く
り
の
知
見
を
生
か
す『
ジ
ー
バ
ー

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
』な
ど
、
様
々
な〝
ジ
ー
バ
ー
○
○
〟

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰

り
返
し
な
が
ら
高
齢
化
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、

世
界
が
う
ら
や
む
高
齢
社
会
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」

チ
を
解
消
し
た
い
と
考
え
た
と
き
、
シ
ニ
ア
が
持

つ
知
見
を
生
か
し
つ
つ
そ
の
良
さ
を
顧
客
に
体
験

し
て
も
ら
え
る
の
は〝
食
〟だ
と
思
い
ま
し
た
。

現
代
の
食
に
関
わ
る
課
題
で
あ
る
栄
養
の
偏
り
な

ど
の
解
決
に
も
つ
な
げ
る
た
め
、
最
初
に
挑
戦
し

た
の
が
弁
当
の
製
造
で
す
」

︱
︱ 

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
の
ス
タ
ー
ト
は
、
大
々

的
な
Ｐ
Ｒ
で
注
目
を
集
め
た
も
の
の
、
早
々
に
理

想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
。
生
産
性
を
追

求
す
れ
ば
シ
ニ
ア
の
良
さ
を
生
か
せ
ず
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
ら
な
い
。
参
加
す
る
シ
ニ
ア
が
や

り
が
い
を
感
じ
、
そ
の
活
躍
が
地
域
を
元
気
に
す

る
方
法
を
模
索
し
、
行
き
つ
い
た
の
が
シ
ニ
ア
の

作
る
食
事
を
提
供
す
る
小
規
模
食
堂
だ
っ
た
。

  「
顧
客
か
ら
の〝
あ
り
が
と
う
〟や
地
域
の
人
と

の
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
シ
ニ
ア
の
満
足
度
に

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地
域
の
魅
力
向
上
や
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
食
堂

を
起
点
に
シ
ニ
ア
が
活
躍
し
な
が
ら
豊
か
に
暮
ら

せ
る
、
高
齢
社
会
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
り
得
る

と
確
信
し
ま
し
た
」

︱
︱ 

「
街
仲
食
堂
」と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
店
が

他
の
飲
食
業
と
大
き
く
異
な
る
の
が
、「
組
合
」と

い
う
組
織
モ
デ
ル
を
導
入
し
て
い
る
点
だ
。
働
き

た
い
シ
ニ
ア
が
１
人
１
０
０
０
円
を
出
資
し
て
組

合
を
つ
く
り
、
シ
ニ
ア
が
主
体
と
な
っ
て
食
堂
を

運
営
し
て
い
く
。
シ
ニ
ア
の
得
意
な
こ
と
は
最
大

限
生
か
し
て
も
ら
い
つ
つ
、
店
舗
づ
く
り
や
会
計

小
規
模
食
堂
を
起
点
と
し
た

高
齢
社
会
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

︱
︱ 

地
域
の
料
理
上
手
な〝
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ

ち
ゃ
ん
〟が
、
地
域
の
食
材
を
活
用
し
た
定
食
な

ど
を
提
供
す
る「
ジ
ー
バ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
」。
シ
ニ

ア
が
持
つ
知
見
や
経
験
を
生
か
す
ジ
ー
バ
ー
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
の〝
仕
組
み
〟を
構
築
し
て
い
る
の
が
株
式

会
社
ジ
ー
バ
ー
だ
。
人
手
不
足
や
シ
ニ
ア
の
社
会

参
加
と
い
う
課
題
解
決
に
寄
与
し
な
が
ら
事
業
性

を
確
保
し
、
高
齢
社
会
の
一
つ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

  「
私
は
別
会
社
で
不
動
産
関
連
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
商
店
街
の
会
長
さ
ん
か
ら『
空
き
店
舗
を
地

域
の
た
め
に
使
え
な
い
か
』と
相
談
を
受
け
た
こ

と
が
、
ジ
ー
バ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
創
業
の
き
っ
か
け
で

す
。
状
況
を
見
て
み
る
と
、
少
子
高
齢
化
が
進
み

空
き
店
舗
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
地
元
の
シ

ニ
ア
世
代
は
ま
だ
ま
だ
元
気
な
の
に
や
る
こ
と
が

な
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ス
マ
ッ

株
式
会
社 

ジ
ー
バ
ー

組合の導入で主体性を確保し
シニアの“生きがい”を創出

シニアが作り手となる
地域に根差した飲食業

「ジーバーFOOD」を展開

全国に展開可能な
地域自走のプラットフォームを構築

ここが注目ポイント

主役は“じいちゃん・ばあちゃん”
シニアの力で地域を元気にする
新時代のプラットフォーム

代表取締役社長 

永野 健太 氏

料理上手なシニアが地域の食材を活用し、手作りの料理で地域に健康を届ける「街仲食堂」。
店舗は空き家などを活用している

ジーバーFOODの
パートナー企業・業界比率

医療・福祉系

43％
不動産・建築系

25％

22％

飲食・食品系

その他

10％

・ 運送業
・ 自動車業
・ 清掃業

・ 葬儀業
・ 美容業
・ 士業  など

地域自走のプラットフォーム

パートナー
企業

・ 地域貢献
・ 社員の利用によ
るコミュニケー
ションの活性化

ジーバー街仲組合

・ 生きがい
・ 収入確保

地  域

・ おいしい“食”
・ 地域コミュニティー
の場づくり

・ 

食
堂
と
な
る
拠
点
の
貸
し
出
し

・ 

コ
ミ
ュニ
ティ
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置

・ 

運
営
支
援  

な
ど

・ 

食
堂
運
営

運営ノウハウ提供・研修実施など

株式会社ジーバー

組合員＝シニア

ジーバーFOODの仕組みとメリット 街仲食堂の一汁一菜メニュー例（おむすび、豚汁、漬物）



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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　森林・林業施策の基本的な方針などを定める「森林･林業
基本計画」はおおむね5年ごとに見直されており、政府は6
月5日に新たな基本計画を閣議決定した。変更された基本計
画では、環境配慮やウェルビーイングの観点から木材利用
への期待が高まっていることを踏まえ、林業経営の採算性
と持続性を高める強

きょうじん
靱な国産材サプライチェーン構築の目

標を掲げ、国産材の利用拡大を進めるとしている。多様で
健全な森づくりにより、森林・林業・木材産業の好循環を
生み出し、百年つづく「森の国・木の街」の実現を目指す。
　国産材の利用拡大と幅広い需要の創出に向けて、住宅で
の国産材利用促進や非住宅分野の木造・木質化などを掲げ
る。住宅分野では、木造住宅などにおける国産材率を
2024年の5割から2030年に6割とする目標を示してい
る。柱材や面材などでの利用拡大に加え、国産材比率が低
位な横架材や2×4工法用部材などでの利用を促進する。
また、リフォーム需要を取り込むため、柱材など耐震化へ

の活用や、大径材・広葉樹などを活用した内装材の開発推
進、木塀など外構部での活用を図る。
　非住宅分野などではハイブリッド工法（混構造）による
利用拡大を念頭に、競争力のある木質耐火部材などの開発、
CLTや集成材の寸法標準化などを進める。
■ 新たな基本計画の主な施策

今年の夏も各地で猛暑が予想されており、熱中症対策がこれまで以上に重要
となりそうです。古来より日本人は暑さと上手に向き合う知恵を育んできま
した。軒先に吊るされた風鈴の涼やかな音色、扇子でそっと起こすひと筋の風、
打ち水で和らげる夕暮れの暑さ——どれも先人たちが生み出した生活の知恵
です。そんな日本の涼文化に思いを馳せながら、今年は最近ブームとなって
いるオリジナリティー溢れる「かき氷」を食べに行ってみたいと思います。（S）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　福井支店　福井（家の森）展示場

「森林・林業基本計画」の変更を閣議決定
木造住宅の国産材率を6割に —— 林野庁

2026～2040年度の新設住宅着工戸数を予測
～新築ZEHと共に、ストックの性能底上げを～ —— 株式会社野村総合研究所

　野村総合研究所は、日本における「2026～2040年度
の新設住宅着工戸数」「2025～2040年のリフォーム市場
規模」を推計・予測し、既存ストックの省エネ改修などを
含む「ZEHの普及シナリオ」を提言した。
❶ 新設住宅着工戸数（2026～2040年度の予測）
　2030年度は80万戸、2040年度は61万戸と見込まれ
る。利用関係別では、2040年度には持家14万戸（2025
年度20万戸）、分譲住宅18万戸（同20万戸）、貸家（給
与住宅を含む）29万戸（同32万戸）が見込まれる。
❷ リフォーム市場規模（2025～2040年の推計・予測）
　広義のリフォーム市場規模*1は今後もわずかながら成長
を続け、2040年には9.2兆円に達する見込み（2024年は
約8.3兆円）。狭義のリフォーム市場規模*2はそれより約
1.2兆円小さい規模と見込まれる。
❸ ZEH・GX ZEHの2050年目標に向けた普及シナリオ
　国は「2050年に住宅ストック平均でのZEH基準の水準
の省エネ性能の確保を目指す」目標を掲げている。本目標

の達成には、「1.6戸の高性能な新築を建てると同時に3戸の
既存住宅を省エネ改修し、さらに2戸の老朽化住宅を除却
する」という、これまでにない大規模なストックの新陳代
謝が求められる。既存ストックに対する戦略的な改修支援
や老朽化住宅の計画的な除却推進など、新築・改修・除却
の三位一体を通じた官民連携の取り組みが急務となっている。
■ 居住ストック数分布の2025年度現況と2050年度推計

国産材の利用拡大と
幅広い需要の創出

・	改正SHK制度やLCCO2などによる国産材利用効果の見える化
・	非住宅・中高層建築物など、都市の木造化の多角的推進
・	大径材、広葉樹材などを活用した内装材などの需要創出
・	CLT、ツーバイフォー材などの製品輸出の戦略的拡大
・	木質系新素材の開発・実装

需要に応じた
国産材の供給力強化

・	施設の規模拡大、工場間連携、ストック機能強化
・	JAS製材設備、大径材対応設備などの戦略的整備
・	中小地場の工場などによる高付加価値製品の持続的供給の確保

スマート林業技術
の実装などによる

持続的な林業の確立

・	安全確保や生産性向上に向けた遠隔操作や自動運転の機械などの実装
・	森林の総合的利用やＪ-クレジットを山村所得などにつなげる「森業」

の推進

強靱な
サプライチェーン

の構築

・	再造林コストや森林・木材の持続性に関する情報の共有・相互理解、
合理的な価格形成

・	ICTなどによる原木流通コーディネート機能の強化

注1 各種公表資料に基づくNRI推計（概算）
注2 2050年度の居住ストック5,168万戸での省エネ目標量を確保できることを条件として、2026年度以降の新築のう

ち省エネ性能の配分、改修数と省エネ性能の配分、除却数を推計した

2025年度NRI推計 注1

5,626万戸の内数
確保できる
省エネ量

35％省エネ住宅
6万戸

20％省エネ住宅
170万戸

15％省エネ住宅
350万戸

10％省エネ住宅
150万戸

省エネ基準住宅
500万戸

省エネ基準を
満たさない住宅

4,450万戸

自然体での
除却分に加え
年平均56万戸
の追加除却

50％省エネ住宅
35％省エネ住宅
（GX ZEH基準）
20％省エネ住宅
（ZEH基準）

15％省エネ住宅

10％省エネ住宅

省エネ基準住宅

802万戸

701万戸

1,315万戸

1,660万戸

190万戸

500万戸
可能な限り高い
省エネ性能を優先

年平均120万戸
の省エネ改修

2026～2050年度の
居住ストックの構造転換

2050年度NRI推計注2
5,168万戸の内数

1,566万戸
省エネ新築

3,000万戸
省エネ改修

2,025万戸
除却

＊1 	広義のリフォーム市場規模：狭義のリフォーム市場規模に「エアコンや家具などのリフォーム
に関連する耐久消費財、インテリア商品などの購入費を含めた金額」を加えたもの

＊2 	狭義のリフォーム市場規模：「住宅着工統計上『新設住宅』に計上される増築・改修工事」及び
「設備などの修繕維持費」
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資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

5月
対前年同月比 2月3月4月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2026年5月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2026年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）
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▲ 8,04657,877
427

57,450
15,708
25,175
394

16,600
6,575
9,824
52,929
4,948
387

1,169
0

3,392
34,645
23,232
216

16,057
6,927
22
10

62,569
1,342
61,227
16,296
29,265
306

16,702
6,293
10,156
56,206
6,363
935

1,221
361

3,846
36,559
26,010
216

18,553
7,213
15
13

63,495
1,584
61,911
16,659
27,678
628

18,530
7,463
10,806
57,035
6,460
1,495
1,229

0
3,736
37,883
25,612
287

17,844
7,462
13
6

57,630
541

57,089
15,501
25,042
474

16,613
6,440
9,893
52,519
5,111
534

1,096
0

3,481
34,341
23,289
216

15,193
7,854
14
12

14,640
▲ 172
14,812
3,788
6,282
▲ 106
4,676
1,797
2,741
13,626
1,014
▲ 187
322
0

879
10,082
4,558
▲ 266
5,348
▲ 474
▲ 6
▲ 44

29
▲ 8,075
▲ 1,530
▲ 2,019

111
▲ 4,608
▲ 4,401
▲ 282

▲ 8,105
59
▲ 2

▲ 404
0

465
▲ 1,033
▲ 7,013
▲ 162

▲ 5,404
▲ 1,437

▲ 4
▲ 6

33.9% ▲ 12.2%
▲ 28.7%
34.7%
31.8%
33.3%

▲ 21.2%
39.2%
37.6%
38.7%
34.7%
25.8%

▲ 32.6%
38.0%

―
35.0%
41.0%
24.4%

▲ 55.2%
49.9%
▲ 6.4%
▲ 21.4%
▲ 81.5%

7.3%
▲ 12.3%
▲ 8.9%
▲ 7.4%
39.2%

▲ 21.7%
▲ 40.1%
▲ 2.8%
▲ 13.3%

1.2%
▲ 0.5%
▲ 25.7%

―
15.9%
▲ 2.9%
▲ 23.2%
▲ 42.9%
▲ 25.2%
▲ 17.2%
▲ 15.4%
▲ 37.5%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

2025年

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

2025年 2026年

5月

5,251

6,962

6月

7,756

7,486

7月

8,433

8,515

8月

7,792

7,328

9月

9,033

7,671

10月

8,668

7,998

11月

7,050

6,954

12月

7,356

7,137

1月

7,014

7,074

2月

6,989

7,418

3月

8,103

7,888

4月

7,977

6,932

5月

6,553

6,723

5月

16,902

5,566

13,637

7,132

6月

20,803

6,697

19,075

9,381

7月

22,168

7,829

21,822

9,590

8月

21,510

7,395

20,669

10,701

9月

23,009

6,924

22,764

10,873

10月

27,269

7,860

23,432

13,310

11月

20,146

6,966

21,928

10,484

12月

22,050

7,017

20,718

12,333

1月

22,177

6,329

18,580

8,812

2月

21,963

6,716

19,115

9,836

3月

24,214

6,881

20,928

11,472

4月

23,880

7,520

20,542

10,627

5月

22,882

6,810

19,120

9,065
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